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名古屋大学工学研究科・工学部「技報」Vol.22 表紙説明 
 
 表紙の題字は、平成9年度まで発行していた「名古屋大学工学部技術部職員研

修技術発表報告集」の発刊内容変更に伴い、平成10年度から名称を改め、「技

報」としました。その当時、名古屋大学工学部・工学研究科長兼技術部長であ

りました稲垣康善 教授にお願いし、揮毫いただいたものであります。 
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図 1. ToDo リスト表示画面  

 

図 2. データ処理の流れ  
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研究会等へ投稿論文 
技術研究会 2020 千葉大学 

第 15 回名古屋大学技術研修会 

実験・実習技術研究会 2020 鹿児島大学 
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Paramater 

Case A) On time: 1 

Case B) On time: 3 

Case C) On time: 5   

Fig. 3 Water in discharge mode. 

(Case A) (Case B) 

(Case C) 



46－  －

 

Fig. 7 Relationship between frequency and SPL(1000~ 

10000Hz) 

Fig. 6 Relationship between frequency and SPL. 
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図 4 Hough変換したデータセットに、記載の通り構築されたネットワーク(I:入力層、C:畳み込み層、R:ReLU

層、M:最大プーリング層、F:全結合層、S:ソフトマック層、Cf:識別層)の畳み込み層の大きさやチャンネル数

を変えたものを適用し、得られた CNN の正答率。 

 

 

図 5記載の通り構築されたネットワークの畳み込み層の大きさやチャンネル数を変えたものを適用し、得ら

れた CNN の正答率。正答率が 70%を超えるものは太字、80%を超えるものは赤太字で表示している。 

 

 

図 6記載の通り構築されたネットワークの畳み込み層の大きさやチャンネル数を変えたものを適用し、得ら

れた CNN の正答率。正答率が 70%を超えるものは太字、80%を超えるものは赤太字で表示している。 
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専門技術報告 
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全学技術センター関連 

 

技術職員研修 
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学外研修・交流 
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 技術部公開講座 
創造工学センターものづくり公開講座 
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技術部だより 
活動報告 

研修会等報告 

講習会報告 
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令和元年度 分析・物質技術系活動報告 

 

永田陽子  
工学研究科・工学部技術部 分析・物質技術系  

 

1.   はじめに  
 当分析・物質技術系では、今年度は当初より 1 年を通じて 11 名で活動することができた。

内訳は技術系長、第 1 グループ（グループ長 1 名(技術系長と兼任)、技師 2 名）、第 2 グルー

プ（グループ長 1 名、技師 3 名、副技師 4 名）の構成である。全学技術センター分析・物質技

術支援室としては、当系は組成分析・構造解析グループ、表面分析・形態観察グループの 2 グ

ループに分かれることになる。  

 

2.   分析・物質技術系の主な業務内容  
 当技術系の主な業務としては、工学部・大学院工学研究科および未来材料システム研究所の

共通機器として設置されている各種分析装置のメンテナンスなどの性能維持・管理、試料の分

析・観察・解析などを含めた依頼測定、装置の利用講習会など主に機器分析等に関わる技術支

援業務であり、加えて技術相談も受けている。もともと分析・物質技術系はマテリアル工学科

関連の材料系技術室、化学生命工学科関連の機器分析室、超高圧電子顕微鏡施設、超強力X線

回折実験室の集まりからなっており、現在もそれらからの依頼が主となっている。主要な分析

機器装置には、核磁気共鳴装置（NMR）の他に、粉末X線解析装置（XRDなど）、吸光光度分

析装置、発光光度分析、分光光度分析（FT-IRなど）、熱分析（DSCなど）、電顕系（TEM、

SEMなど）、有機物の微量元素分析装置、無機物の微量元素分析装置（ICP-AESなど）などが

ある。また、これら分析操作の前処理を行うことも重要な業務である。前処理として、試料分

解、標準溶液の作成のほか、イオンミリング、ミクロトームなどがあり、依頼業務としても受

け付けている。また、機器の共用システムとして、運営システム上の機器についても支援を行

っている。今年度の業務依頼件数は長期・短期業務を含め１月末日現在60件であった。  

他系からの業務として、環境安全技術系の依頼に基づき作業環境測定や安全衛生巡視も支援

しているほか、局所排気定期自主検査者講習会では実習の講師も務めている。また、今年度よ

り装置開発系より依頼を受け「ものづくり講座」に協力している。特にこの「ものづくり講座」

では留学生を対象にした講座も開催しており、日本語の他、英語での対応を行っている。  

全学からの業務として、環境安全については特に工学部のみではなく、全学共通の業務も行

っている。また、男女共同参画室から依頼を受け、12年ほど前から技術支援を行い、女性研究

者のロールモデルをアピールする地域貢献事業に携わっている。その他にも、動物実験支援セ

ンター、シンクロン光研究センター、低温プラズマ科学研究センターからも業務依頼を受けて

いる。 

 

3.   技術専門委員会  
 分析・物質技術系専門委員会は、教員 3 名、技術職員 1 名で構成しており、当技術系をサポ

ートしている。本年は教育研究支援専門委員会と日程が近かったため、委員会長との打合せの
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みを行い、本委員会は 5 月にメールにて審議を行い、開催を省略した。  

 

4.   業務調整会議  
系の運営業務を遂行する上で必要と判断した場合に業務調整会議を開催している。今年度は

系会議前後および必要に応じた日時にて、グループ長および分析・物質技術系業務調整会議メ

ンバーの計 4 名のメンバーで開催した。年間運営方針として系の会計および研修や講習会など

について協議した。更に、全学技術センターの関わる中期目標についても多くの時間を費やし

た。 

 

5.   出張報告会  
 技術研究会・講習会等への参加のための出張等は、当系のメンバーの説明力、理解力、表現

力等の向上のための発表、技術力向上に繋がる知識、情報を収集する目的で実施し、その成果

を報告会にて報告している。今年度は機器・分析技術研究会が岡崎にある分子科学研究所で開

催され、当系からは 7 名が参加し、その出張報告を行った。その他には 3 月に開催予定の鹿児

島大学での実験･実習技術研究会への 2 名の発表参加を計画している。  

 

6.   技術研修・研鑽  
 今年度の系研修は、「フーリエ変換型赤外分光光度計を用いた各種測定手法の習得」という

課題で、西村真弓、伊藤広樹を中心に全員で実施した。また個別研修では、神野貴昭が「光技

術の基礎」という課題で研修を行った。それぞれ実施して成果が得られた。  

この他にも分析化学会主催の「基礎及び最新の分析化学講習会」に参加し、有機分析につい

ての最新情報を収集した。また、中期目標にも挙げられている国際化を目指して英語能力に

ついて研鑽も行っている。今年度は大学主催の英語研修、大学連携研究設備ネットワークでの

研修に参加し、TOEIC 受験予定である。加えて学会発表も多数行っている。  

 

7.   技術系講習会  
 今年度の当系の講習会は、分析技術の向上を目的として以下の見学会を企画した。  

開催日時：令和元年11月13日 14:00～16:00 

開催場所：岐阜大学  

機器センターでは NMR、質量分析装置など、共通する機器を中心として見学を行った。岐

阜大学では予算、人員の理由で多くの機器がセンターへ集約されている。それぞれの装置にお

ける測定、利用方法、メンテナンスなどについて情報交換を行った。また、装置の更新、維持

費の捻出などのセンター運営についても教示いただき、大変有意義であった。  
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	令和元年度　技術部特別講演および研修報告会



 
 
    
   HistoryItem_V1
   InsertBlanks
        
     場所: 現在のページの後
     ページ番号: 1
     現在と同じ
      

        
     1
     1
     1
     2282
     351
            
       CurrentAVDoc
          

     SameAsCur
     AfterCur
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.9a
     QI+ 2
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   InsertBlanks
        
     場所: 現在のページの後
     ページ番号: 1
     現在と同じ
      

        
     1
     1
     1
     2282
     351
            
       CurrentAVDoc
          

     SameAsCur
     AfterCur
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.9a
     QI+ 2
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   InsertBlanks
        
     場所: 現在のページの後
     ページ番号: 1
     現在と同じ
      

        
     1
     1
     1
     2282
     351
            
       CurrentAVDoc
          

     SameAsCur
     AfterCur
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.9a
     QI+ 2
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: 同サイズ 8.268 x 11.693 インチ / 210.0 x 297.0 mm
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20200316145147
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     No
     600
     323
     None
     Right
     28.3465
     0.0000
            
                
         Both
         6
         AllDoc
         7
              

       CurrentAVDoc
          

     Uniform
     419.5276
     Top
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.9a
     QI+ 2
     1
      

        
     0
     110
     109
     110
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddNumbers
        
     範囲:   3ページから  ページ 110
     フォント: Times-Roman 10.0 ポイント
     オリジナル: 中央下
     オフセット: 横方向 0.00 ポイント, 縦方向 28.35 ポイント
     前置文字列: 
     後置文字列: 
     レジストレーションカラーを使用: いいえ
      

        
     
     BC
     
     1
     TR
     1
     0
     451
     341
     0
     10.0000
            
                
         Both
         108
         3
         SubDoc
              

       CurrentAVDoc
          

     0.0000
     28.3465
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.9a
     QI+ 2
     1
      

        
     2
     110
     109
     108
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddNumbers
        
     範囲:   3ページから  ページ 110
     フォント: DefaultJapanese1 10.0 ポイント
     オリジナル: 中央下
     オフセット: 横方向 0.00 ポイント, 縦方向 28.35 ポイント
     前置文字列: － 
     後置文字列:  －
     レジストレーションカラーを使用: いいえ
      

        
      －
     BC
     － 
     3
     Jap
     1
     1
     451
     341
     0
     10.0000
            
                
         Both
         108
         3
         SubDoc
              

       CurrentAVDoc
          

     0.0000
     28.3465
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.9a
     QI+ 2
     1
      

        
     2
     110
     109
     108
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   DelPageNumbers
        
     範囲:   78ページから  ページ 201
      

        
     1
     690
     388
            
                
         78
         SubDoc
         201
              

       CurrentAVDoc
          

      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.9a
     QI+ 2
     1
      

        
     77
     109
     108
     32
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   InsertBlanks
        
     場所: 現在のページの後
     ページ番号: 1
     現在と同じ
      

        
     1
     1
     1
     2282
     351
            
       CurrentAVDoc
          

     SameAsCur
     AfterCur
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.9a
     QI+ 2
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddNumbers
        
     範囲:   78ページから  ページ 110
     フォント: DefaultJapanese1 10.0 ポイント
     オリジナル: 中央下
     オフセット: 横方向 0.00 ポイント, 縦方向 28.35 ポイント
     前置文字列: － 
     後置文字列:  －
     レジストレーションカラーを使用: いいえ
      

        
      －
     BC
     － 
     78
     Jap
     1
     1
     451
     341
     0
     10.0000
            
                
         Both
         33
         78
         SubDoc
              

       CurrentAVDoc
          

     0.0000
     28.3465
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.9a
     QI+ 2
     1
      

        
     77
     110
     109
     33
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddNumbers
        
     範囲:   78ページから  ページ 110
     フォント: Times-Roman 10.0 ポイント
     オリジナル: 中央下
     オフセット: 横方向 0.00 ポイント, 縦方向 28.35 ポイント
     前置文字列: 
     後置文字列: 
     レジストレーションカラーを使用: いいえ
      

        
     
     BC
     
     76
     TR
     1
     0
     451
     341
     0
     10.0000
            
                
         Both
         33
         78
         SubDoc
              

       CurrentAVDoc
          

     0.0000
     28.3465
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.9a
     QI+ 2
     1
      

        
     77
     110
     109
     33
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   InsertBlanks
        
     場所: 現在のページの後
     ページ番号: 1
     現在と同じ
      

        
     1
     1
     1
     2282
     351
            
       CurrentAVDoc
          

     SameAsCur
     AfterCur
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.9a
     QI+ 2
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: 同サイズ 8.268 x 11.693 インチ / 210.0 x 297.0 mm
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20200316150215
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     No
     1263
     356
     None
     Right
     515.9055
     0.0000
            
                
         Both
         1
         AllDoc
         6
              

       CurrentAVDoc
          

     Uniform
     515.9055
     Left
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.9a
     QI+ 2
     1
      

        
     4
     114
     113
     114
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   InsertBlanks
        
     場所: 現在のページの後
     ページ番号: 1
     現在と同じ
      

        
     1
     1
     1
     2282
     351
            
       CurrentAVDoc
          

     SameAsCur
     AfterCur
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.9a
     QI+ 2
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: 同サイズ 8.268 x 11.693 インチ / 210.0 x 297.0 mm
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): オリジナル
      

        
     32
            
       D:20200331111408
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     No
     1263
     356
    
     None
     Left
     79.3701
     0.0000
            
                
         Both
         1
         AllDoc
         6
              

       CurrentAVDoc
          

     Uniform
     0.0850
     Bottom
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.9a
     QI+ 2
     1
      

        
     0
     132
     131
     132
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base





